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周期表の元素は高々百程度しかなく不連続の性質を有
する。もしそれらの元素を本来の性状だけでなく多様に
チューニングすることができれば、無限の元素を手にした
ことと同義となろう。我々は、典型元素を自在にデザイン
し、新しい性状を有する化学種を創成している。元素周
辺の置換基や幾何構造を多様に操り、新反応、高選択的
反応、効率的触媒創成を可能としている。これらは、創薬、
化学製品の合成に寄与する。また、多様な化学種の性状
を活用し、新規機能性有機材料開発へ展開している。

機能性有機材料、創薬、化成品製造

典型元素の多様なデザインが生み出す新反応、
新触媒、新物質
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